
2019年4月28日

日本仏教社会福祉学会第54回学術大会開催案内

このたび日本仏教社会福祉学会第54回学術大会を浅草寺で開催する運びとなりました。浅草寺での

開催は、 1997年10月の第32回学術大会以来、約20年ぶりとなります。今大会はテーマを「寺院によ

る福祉活動」と題して浅草寺を中心とした浅草の地域特性を踏まえた福祉実践のあり方を考えてみます。

皆様のご参加により各地域での仏教社会福祉活動の方向性が明らかになるよう願っております。

大会事務局として精一杯の準備を心がけ、多数の方々のご臨席とともに、ご発表も心よりお待ちいた

しております。なお、今回は例年と異なり、士．日曜日の開催ではなく平日開催となりますので、何卒、

よろしくお願い申し上げます。

大会実行委員長平田真紹（浅草寺福祉会館主任）

大会テーマ：寺院による福祉活動

期． 日 2019年9月10日 （火）～11日 （水）

会場浅草寺（東京都台東区浅草）

大会事務局浅草寺福祉会館

【大会日程】

9月10B(火） 於：浅草寺五重塔院･本堂

9:00～理事会

’':00～物故者追悼法要 導師浅草寺貫首田中昭徳大僧正

11:30～昼食

13:00～開会式

13:10～基調講演〔公開〕 「(仮）江戸と浅草寺～都市と寺院の接近プロセス～」

浅草寺教化部執事・勧学所長 壬生真康師

14:10～シンポジウム〔公開〕 「寺院による福祉活動～浅草寺を中心にして～」

コーディネーター種智院大学特任教授 宮城洋一郎氏

シンポジスト 浦和大学副学長 大久保秀子氏(*'）

大正大学心理社会学部長 伊藤直文氏(*2）

大正大学名誉教授 石川到覚氏(*3）

指定発言者 了源寺・ﾌｧﾐﾘｰﾊｳｽぞうさんのおうち 森下智子氏(*4）

光照院。ひとさじの会（社会慈業委員会） 吉水岳彦氏(*5)

コメンテーター 調整中

16:00～日本仏教社会福祉学会総会

17:30～情報交換会（別会場）

9月11日（水） 於：浅草寺普門会館（福祉会館）

9:00～研究発表分科会

著書の『｢浅草寺社会事業」の歴史的展開～地域社会との関連で～』は日本仏教社会福祉学会奨励賞を受賞

1995年より浅草寺福祉会館の相談事業に臨床心理学の観点からスーパーバイサーとして現在も関与

吉澤英子氏を引継ぎ1991年設置の浅草寺福祉会館将来構想委員会委員長を担ってから現在も当会館参与

台東区元浅草で難病やダウン症の子どもと家族を支える「お寺にいるままボランティア活動」を実践

アウトリーチ型炊き出しの配食夜回り活動のほか、台東区清川の境内に「こども極楽堂」を開設

(＊1）

(＊2）

(＊3）

(＊4）

(＊5）



【参加申込みのご案内】

参加の申込み・参加費の払込

参加の申込みは後日郵送（7月中旬発送予定）の「払込取扱票」を使用して8月9日 （予定）までにお支払

いく_ださい。参加費の払い込みを以って参加受付とさせていただきます。

昼食について

大会両日共に手配はいたしません。浅草寺周辺には飲食店及びコンピニは多数ありますが、平日のランチタ

イムと重なり大変な混雑も予想されますのでご注意ください。

情報交換会について

多くの方々にご参加いただきたく、参加費は昨年と同額にいたしました｡近隣での会場を予定していますが、

若い研究者や大学院生など、皆様のご参加をお待ちしております。参加ご希望の方は、大会参加申込みと併

せて事前申込みをお願いいたします。

宿泊施設について

本大会では宿泊施設の手配は行いません。

なお、近年の浅草は観光客の増加に伴い、

ご予約をおすすめいたします。

恐縮ですが、各自で宿泊予約をお願いいたします。

ホテルの確保が大変難しくなっております。 できる限りお早めの
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※クローク、託児サービス、手話通訳・要約筆記は、申し訳ありませんが実施することができません。

ご了承ください。休憩室は用意させていただきます。

※7月中旬に日本仏教社会福祉学会第54回学術大会の要項を送付する予定です。

大会内容の詳細は要項をご参照ください。

参加区分 事前申込み 当日申込み

大会参加費（2日間） 会員

非会員

大学院生・学部生

5,000円

6,000円

1,000円

6,000円

7,000円

1,000円

情報交換会

(事前申込みのみ）

会員・非会員

大学院生・学部生

5,000円

4,000円

当日申込み不可



【研究発表申込み要領】

応募方法

メールによる申込みの です。大会事務局でメールを受理しましたら、送信アドレU日は6月14日（金

スヘ「受付完了メール」を送信します。なお、メールによる申込みが出来ない場合は郵送による申込みを受

締切日は6月14日 （金）当日消E です。いずれけ付けますので、大会事務局へ送付してください。

も締切日以降の受付はいたしかねますのでご注意ください。

大会事務局：浅草寺福祉会館メールアドレス:fkaikan@sensoUji.orjp

屋霊函司〒111-0032東京都台東区浅草2-31-8浅草寺普門会館内
浅草寺福祉会館日本仏教社会福祉学会第54回大会事務局

申込み時に提出するもの（添付ファイルでの送信可）

－①-研究発表のテーマと概要(A4判1枚800～1200字程度)- 1枚J

② 「発表者氏名・所属d住所・電話･FAX･メールアドレス・パワーポイント使用の有無」を記載したも

の1枚（様式自由）

発表採用の可否について

申込みされた「報告の概要」

あらかじめご了承ください。

をもとに事前査読を行います。査読の結果、不採用となる場合もありますので

不採用の場合のみ6月28目 （金）までにご連絡します‘

発表時間

報告時間20分、質疑応答、討議10分で、 1報告は30分を予定しておりますが、報告数によっては変更す

変更する場合のみ発表者にご連絡します。る場合があります。

大会当日配布の『報告要旨集」ヘの掲載原稿について（添付ファイルでの送信可）

[研究発表原稿作成要領」にもとづいて作成してください。 提出後の原稿の差し替えはできません以下の

帝切日は7月19日（金のでご注意ください。メールまたは郵送で大会事務局に原稿提出をお願いします。

（郵送の場合は当日消印有効） となります。

当日の配布資料について

発表者で資料を配布される方は、30部程度（印刷部数の判断はお任せします）を当日持参してください。大

会事務局では、原則的に印刷・コピー業務は対応できませんのでご注意ください。

掲載原稿の様式及び研究倫理の点について

掲載原稿の様式が指定したものと違う場合、研究倫理の点から発表にそぐわないと判断した場合は修正を依

頼します。当日の配布資料についても、研究倫理の点に注意して作成してください。

発表の申込み資格

研究発表の応募資格は、 日本仏教社会福祉学会の会員であることが前提です。



【研究発表の要旨集掲載原稿作成要項】

原稿の様式

①用紙サイズ・枚数は、A4版2ページの横書きです。

②下記の「研究発表原稿様式」のとおり作成してください。

③用紙の余白を、上下左右各25mあけてください。

原稿に記述する事項

①《テーマ、発表者全員の氏名・所属（主発表者には○を付ける)、キーワード3つ》を明記してください。

②調査を伴わない文献研究の場合でも、プライバシーの保護にはご注意ください。

③事例等の記述では、プライバシーの保護、関係者の承諾等に注意してください。

厩襄頂稿穣罰

、 ！

I
キーワード3つ:9pt明朝・中央揃え

1、小見出し（10.5ゴシック・左端揃え）

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（本文10.5pt明朝）

日本仏教社会福祉学会第54回学術大会事務局

〒111-0032東京都台東区浅草2-31-8浅草寺普門会館内

浅草寺福祉会館

電話03-3844=5225 FAXO3-58281554

メールアドレス

主題12pt・ゴシック中央揃え

副題10.5pt・ゴシック中央揃え

、
A児童養護施設における仏教社会福祉実践の歴史

-21世紀における仏教社会福祉のあり方一 I"仙太“○口□

△△大学東山次郎△△大学西山花子

【キーワード】児童福祉専門職児童養護施設

主発表者に○9pt明朝、所属9pt明朝

氏名10.5pt明朝・右揃え


